
人目標（予測） - 5,800 6,100 6,400

実績 13,050

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 来場者数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

様々な団体が本事業を通じて、ニッペパーク岡東中央で数多くのイベントを開催し、多くの来場客で枚方市駅周辺が
賑わいを見せている。

事業概要
市民団体などが開催する各種イベントが効果的に行われるように、日程調整から会場及び備品の貸し出し、広報など
の支援を行う。

２．指標推移

事業期間 2007（H19）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
69.枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、さまざまな活動が活発に展開される拠点となるよう、
各種イベントの開催など賑わいづくりを創出します。

実行計画事業名 枚方市駅周辺賑わい創出事業

施策目標 18.人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地のあるまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10418020001 にぎわい空間創出事業



事務事業の実績
市民団体による市駅周辺のにぎわいの創出を目的とした音楽ライブや模擬店の出店などニッペパーク岡東中央にお
ける各種イベントを支援した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

さらなる制度の利用促進を図るため、ニッペパーク岡東中央以外での会場適用や制度要領の緩和など、事業の見直し
を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

100.00% 100％以上　：　高い

その他 0 0 0

一般財源 1,181 1,988 2,004

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 0

■事務事業の総計（千円） 1,181 1,988 2,004

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 1,181 1,988 2,004

正職員人件費（換算額） 1,181 1,988 2,004

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.25 0.25

正職員数 0.15 0.25 0.25

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.15



％目標（予測） ― 75 ― ―

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 枚方文化観光協会による事業の参加者満足度【算出式：「満足した」と回答した人数/回答者人数×100】

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

枚方文化観光協会が、「観光施策に関する考え方」に示すめざすべきもの（①本市の魅力向上　②交流人口の増加
③経済活性化）の実現に寄与するため、事業（観光資源の開発及び活用、観光施設の設備・運営、観光誘致・宣伝、
関係機関・諸団体との連絡調整など行政では対応が困難な業務）を円滑に実施できることで、文化観光事業の振興が
図られ、市民文化や経済の発展につながっている。

事業概要 枚方文化観光協会の円滑な運営のための補助金を交付する。

２．指標推移

事業期間 2006（H18）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
69.枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、さまざまな活動が活発に展開される拠点となるよう、
各種イベントの開催など賑わいづくりを創出します。

実行計画事業名

施策目標 18.人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地のあるまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10418020002 文化観光協会補助事業



事務事業の実績 枚方文化観光協会が円滑に団体運営を行えるよう、事業等の実施状況を精査した上で補助金の交付を行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

組織強化に向けた観光協会の見直しを進める中で、観光協会との協議を行いながら、委託又は事業費補助への切り
替えを行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 14,333 15,108 17,380

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 13,152 13,120 13,371

■事務事業の総計（千円） 14,333 15,108 17,380

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 1,181 1,988 4,009

正職員人件費（換算額） 1,181 1,988 4,009

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.25 0.50

正職員数 0.15 0.25 0.50

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.15



人目標（予測） ― 101,000 102,000 103,000

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 定期利用者数を除いた市内主要駅（樟葉、枚方市、枚方公園、長尾）の乗降客数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

枚方文化観光協会が、「観光施策に関する考え方」に示すめざすべきもの（①本市の魅力向上　②交流人口の増加
③経済活性化）の実現に寄与するため、事業（観光資源の開発及び活用、観光施設の設備・運営、観光誘致・宣伝、
関係機関・諸団体との連絡調整など行政では対応が困難な業務）を円滑に実施している。

事業概要 枚方文化観光協会の業務を実施するため負担金を交付。

２．指標推移

事業期間 2006（H18）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
69.枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、さまざまな活動が活発に展開される拠点となるよう、
各種イベントの開催など賑わいづくりを創出します。

実行計画事業名

施策目標 18.人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地のあるまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10418020003 文化観光協会負担金交付事業



事務事業の実績
枚方文化観光協会が円滑に事業実施できるよう、会費として負担金の支出を行った。
また、「負担金支出のあり方を検討すべき」など、包括外部監査での指摘等を踏まえ、会費口数を110から100に減らし
た。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

観光協会の見直しを進める中で、市からの委託または事業費補助への切り替えを行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 4,781 4,493 4,203

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 3,600 3,300 3,000

■事務事業の総計（千円） 4,781 4,493 4,203

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 1,181 1,193 1,203

正職員人件費（換算額） 1,181 1,193 1,203

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.15 0.15

正職員数 0.15 0.15 0.15

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.15



％目標（予測） ― 40 42 44

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 本市の友好・交流都市の認知度（スマホアンケートによる）

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

友好・交流都市物産展開催が、市内外からの多数の来場者でにぎわう。また、本市の国内友好都市及び市民交流都
市の知識を持つ人が増加し、市民間交流のきっかけとなる。

事業概要
都市交流事業の一環として、毎年11月に友好都市（四万十市、別海町、名護市）や市民交流都市（伊達市、天川村、
波佐見町）・旧友好都市で現在も地域間交流を継続している高松市（旧塩江町）及び枚方市の名産品を集めた物産展
を開催する。

２．指標推移

事業期間 1984（S59）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
69.枚方市駅周辺が、人々が集い交流し、さまざまな活動が活発に展開される拠点となるよう、
各種イベントの開催など賑わいづくりを創出します。

実行計画事業名

施策目標 18.人々が集い賑わい、魅力あふれる中心市街地のあるまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10418020006 友好・交流都市物産展開催事業



事務事業の実績

枚方市市民会館大ホール前において、11月15日(金)・16日(土)の2日間で物産展を開催。延べ来場者数約6,200人
なお、16日は「マルシェ・ひらかた」と同時開催。

（主な販売物）
・四万十市　　四万十鶏の焼鳥・天然鮎の塩焼き
・別海町　　　あきあじ鍋・氷下魚焼
・名護市　　　あぐージャーキー・ちんすこう
・伊達市　　　ホタテ・産直野菜
・天川村　　　いもぼた・串こんにゃく
・波佐見町　　波佐見焼のやきもの（茶碗や皿など）
・高松市　　　産直野菜・ポン菓子
・枚方市　　　枚方の銘菓・小菊

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

本市の友好・交流都市及び物産展の認知度向上に向け、周知・ＰＲの情報発信を行う。
また、「マルシェ・ひらかた」など他のイベント事業との連携により、更なる認知度の向上を検討する。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 3,770 3,788 3,887

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 227 210 279

■事務事業の総計（千円） 3,770 3,788 3,887

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 3,543 3,578 3,608

正職員人件費（換算額） 3,543 3,578 3,608

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.45 0.45

正職員数 0.45 0.45 0.45

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.45



人目標（予測） ― 50 55 60

実績 ―

指標種類 支援事業の平均認知度

指標の説明 枚方宿地区まちづくり協議会が実施する各イベントの平均認知度

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

歴史的な町並みが保たれているとともに、平日も観光客で賑わいを見せている。また、市民・商業者のまちづくりによ
り、活気あふれた観光地の一つとなっている状態。

事業概要
歴史的な景観の保全整備には、市民の協力が不可欠であるとともに、地域の活性化にとっても、市との連携によるまち
づくり活動が必要である。このため、地元自治会や商店会、関係団体により組織されたまちづくり協議会の活動を支援
する。

２．指標推移

事業期間 2002（H14）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
70.歴史文化遺産を活用したまちづくりを推進し、情報発信を充実することにより、まちへの愛
着を育みます。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419030002 枚方宿地区まちづくり協議会支援助成事業



事務事業の実績

枚方宿まちづくり協議会が主催する各種事業に対し補助金の交付を行った。
また、本市の魅力あるコンテンツの一つである「枚方宿くらわんか五六市」に対し、道路使用の許認可手続きなどの支
援を行うとともに、令和元年度に同協議会の新たな取り組みである「五六のあかり」に対して、公共財団法人地域社会
振興財団の「平成31年度長寿社会づくりソフト事業費交付金」を活用し補助金の交付を行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

引き続き、まちづくり協議会の自立を促しながら、側面的支援を行っていく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 800

一般財源 7,046 7,855 6,205

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 160 166 173

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 513 797 1,503

■事務事業の総計（千円） 7,206 8,021 7,178

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 68 63

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 68 63

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 6,693 7,224 5,675

正職員人件費（換算額） 6,693 7,156 5,612

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.03 0.03

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.03 0.03

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.93 0.73

正職員数 0.85 0.90 0.70

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.85



％目標（予測） ― 100以内 100以内 100以内

実績 0

指標種類 アウトプット指標

指標の説明
修繕料、補修工事費に係る当初予算額に対する決算額の割合。
【決算額/当初予算額】

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

枚方宿歴史的景観保全地区修景補助事業（補）

事業概要
歴史文化を残す本市の枚方宿歴史的景観保全地区において、歴史的案内板・石碑等を設置・寄贈を受け維持管理
する。

２．指標推移

事業期間 2002（H14）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
70.歴史文化遺産を活用したまちづくりを推進し、情報発信を充実することにより、まちへの愛
着を育みます。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419030019 歴史的景観保全事業（観光交流課）



事務事業の実績 歴史的案内板・石碑等について、定期的に確認を行うなど、適切な管理に努めた。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

今後も引き続き、定期的な確認と破損した場合には、速やかな修繕等の対応を行っていく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 8,241 3,261 1,603

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 1,048 3,020 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 3,777 0 0

■事務事業の総計（千円） 9,289 6,281 1,603

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 5,512 6,281 1,603

正職員人件費（換算額） 5,512 6,281 1,603

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.79 0.20

正職員数 0.70 0.79 0.20

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.70



人目標（予測） ― 101,000 102,000 103,000

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 定期利用者数を除いた市内主要駅（樟葉、枚方市、枚方公園、長尾）の乗降客数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

収集した観光に関する調査結果をもとに本市魅力につながる様々な事業を実施して情報発信することにより、本市魅
力が向上し、観光目的に本市へ多数の来訪者がある。

事業概要

平成２９年度に策定した「観光施策に関する考え方」に基づき、観光振興に向けて観光におけるニーズを定量的に把
握するため、枚方訪問客へのヒアリングなどを行い、基礎データの収集及び分析を行う。また、本市の交流人口の増加
に向けて、本市の魅力スポットの情報発信や観光情報発信に係る効果測定、観光客周遊の促進や地域資源の活用な
ど、調査に基づき事業を実施する。

観光振興に向けた基礎データの収集・分析。
本市の魅力向上に向けた様々な情報発信。
　１．魅力スポットの情報発信
　２．観光情報発信による効果測定
　３．宿泊客を商店街へ誘導
　４．クラウドファンディングによる魅力創出
【拡充内容】
観光マーケティングの観点から、本市の魅力向上及び様々な情報発信を行う
１．観光地域づくりの体制構築支援
２．観光基礎データの収集と効果測定
３．観光ウェブサイトの構築と継続的な情報発信
４．観光コンテンツの開発

２．指標推移

事業期間 2018（H30）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
70.歴史文化遺産を活用したまちづくりを推進し、情報発信を充実することにより、まちへの愛
着を育みます。

実行計画事業名 観光まちづくり推進事業

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419030020 観光まちづくり推進事業



事務事業の実績

・魅力スポットの情報発信について、観光フリーペーパー「ひらいろ」を制作する実行委員会を組織し、発行を年4回に
拡充したほか、FacebookやInstagramも活用して積極的に発信を行った。また、本市HPのトップ画面に「観光」のアイコ
ンを設置し、「観光・レジャースポット」や「観光マップ」などをまとめたページにつなげることで、本市の観光情報にアク
セスしやすくした。
・枚方市内の宿泊施設から商店街への誘導については、宿泊施設の担当者と協議を行い、実施に伴う課題について
共有した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

GPSデータの活用についての検討を行うとともに、市制モニターなどで観光関連のデータ収集を行っていく。
「ひらいろ」についてはWebページの作成など、より効果的な発信方法を検討する。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 0 18,950 11,472

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 7,421 3,054

■事務事業の総計（千円） 0 18,950 11,472

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 0 11,529 8,418

正職員人件費（換算額） 0 11,529 8,418

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

1.45 1.05

正職員数 0.00 1.45 1.05

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



％目標（予測） - 50 55 60

実績 50

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 枚方市が「七夕伝説ゆかりのまち」であることに対する認知度

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

枚方が「七夕伝説ゆかりのまち」であることを市民が認識しており、そのことが郷土愛の醸成に繋がっている。また、「七
夕」をキーワードに地域の団体や商業者によるイベントや事業が広く展開され、賑わいを見せている状態。

事業概要 「七夕」に関するイベント開催や情報発信等を通年展開する。

２．指標推移

事業期間 2018（H30）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
70.歴史文化遺産を活用したまちづくりを推進し、情報発信を充実することにより、まちへの愛
着を育みます。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419030021 「七夕」発信事業



事務事業の実績
「七夕伝説ゆかりのまち枚方」を広くPRするため、7月に「七夕ジャンボ笹飾り」をニッペパーク岡東中央で開催し、8ｍ
級の笹飾りの実施や七夕物語の映像放映などを行った。
また、8月には、七夕伝説から「出会い」「交流」をキーワードに「スポーツ婚活in枚方」を開催した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

引き続き、各種イベントの開催等を通じて、「七夕伝説ゆかりのまち枚方」をPRしていく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 0 0 6,414

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 0

■事務事業の総計（千円） 0 0 6,414

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 0 0 6,414

正職員人件費（換算額） 0 0 6,414

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.00 0.80

正職員数 0.00 0.00 0.80

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.00



％目標（予測） ― 91 92 93

実績 86

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 舟運事業者が運航する舟運イベントの参加者のうち「価格に見合った価値がある」と答えた割合

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

市民が淀川舟運について知識を深め誇りを持つとともに、舟運イベントが、より多くの観光客（インバウンド含む）が訪れ
る観光コンテンツとなる。

事業概要

淀川舟運整備推進協議会の幹事会、総会、勉強会を年に各1回開催する。
淀川舟運整備推進協議会として、国土交通省近畿地方整備局へ要望活動を行う。
舟運イベントについては、舟運事業者が行う春・秋の運航や、毎月第2日曜日に開催の「枚方宿くらわんか五六市」と
同日に行われて定期運航のPR活動を支援している。

２．指標推移

事業期間 2000（H12）年度 ～

根拠法令等 淀川舟運整備推進協議会規約

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040001 淀川舟運推進事業



事務事業の実績
淀川舟運整備推進協議会の幹事会、総会を行うとともに、国土交通省近畿地方整備局へ要望活動を行った。
舟運イベントについては広報ひらかた、市ＨＰやＳＮＳにて舟運の定着と認知度向上に向けＰＲを行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

引き続き、市の情報媒体を活用して情報発信を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 4,724 6,361 6,414

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 0 0 0

■事務事業の総計（千円） 4,724 6,361 6,414

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 4,724 6,361 6,414

正職員人件費（換算額） 4,724 6,361 6,414

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.80 0.80

正職員数 0.60 0.80 0.80

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.60



％目標（予測） ― 80 85 90

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 交流事業に「満足した」と答えた参加者数の割合（ただし、「菊と緑の会」参加者は除く）

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

異なる文化・環境を有する自治体との交流により、本市魅力の再発見及び課題への気づきにつなげる。
本市の魅力を他自治体に発信し、本市を訪れるきっかけを作る。

事業概要

枚方市・別海町少年少女ふれあいの翼により、隔年で相互に中学生が訪問し交流。
別海町が実施する酪農青年と独身女性との交流事業「菊と緑の会」への協力。「別海町産業祭」への出店。
名護市で開催される「やんばる産業まつり」への出店や「名護さくらまつり」への出席。
その他、国内友好都市との各種周年事業の開催など。

２．指標推移

事業期間 1974（S49）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040003 国内友好都市等交流促進事業



事務事業の実績

・　四万十市
ニッペパーク岡東中央で四万十市立西土佐中学校の生徒による販売学習を支援した。
・　別海町
「少年少女ふれあいの翼」で別海町の中学生を受け入れ、キャンプや施設見学などを通じて本市の中学生と交流を深
めた。また、別海町が実施する酪農青年と関西の女性との交流事業「菊と緑の会」への協力を行った他、「別海町産業
祭」に出店し、枚方市のPRを行った。
・　名護市
「やんばるの産業まつり」への出店や「名護さくら祭り」への出席を通して、枚方市のPRを行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

国内友好都市と市民交流都市との交流事業を進め、市民への認知度の向上を図る。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 9,739 5,976 5,581

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 1,471 1,205 1,172

■事務事業の総計（千円） 9,739 5,976 5,581

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 8,268 4,771 4,409

正職員人件費（換算額） 8,268 4,771 4,409

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.60 0.55

正職員数 1.05 0.60 0.55

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 1.05



％目標（予測） ― 60 65 70

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 市の花「桜」の認知度

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

市の花「桜」の認知度が上がり、そのことが市民の郷土愛の醸成に繋がっているとともに、市内の桜スポットが市民で賑
わいっている状態。

事業概要
本市の花「桜」を市内外へ効果的・効率的に発信するため、市の花「桜」発信事業を実施。市内の桜を撮影し、写真共
有アプリ等で投稿してもらう「枚方市桜フォトキャンペーン」を実施するとともに、桜に関するイベントや市内にある桜の
名所14か所の開花情報を市ホームページなどで発信する。

２．指標推移

事業期間 2006（H18）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040004 市の花「桜」発信事業



事務事業の実績

・桜フォトキャンペーン
市の花「桜」を市内外に発信するため、市内の桜の写真を写真共有アプリ「Instagram」で募集する「枚方市桜フォトキャ
ンペーン」を令和2年3月18日～4月15日の期間で実施し、91人376枚の応募があった。
また、市の公式SNSにおいて市内の桜情報を発信するとともに、市内にある桜の名所14か所の開花情報を市ホーム
ページで発信した。

・クリアファイルの作成
令和元年度に応募のあった写真を活用し、新たに桜のクリアファイルを作成し、市内の小学3年生に配布した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

引き続き、「桜フォトキャンペーン」の開催等を通じて、市の花「「桜」を発信していく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

－

その他 0 0 0

一般財源 2,027 2,953 2,245

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 58 170 241

■事務事業の総計（千円） 2,027 2,953 2,245

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 1,969 2,783 2,004

正職員人件費（換算額） 1,969 2,783 2,004

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.35 0.25

正職員数 0.25 0.35 0.25

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.25



％目標（予測） ― 70 70 70

実績 26.7

指標種類 アウトプット指標

指標の説明
修繕料、補修工事費に係る当初予算額に対する決算額の割合。
【決算額/当初予算額】

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

市民サービスセンターが、適切な維持管理により、快適に利用することが出来る状態。

事業概要

市民サービスセンターは、枚方市駅高架化に伴う公共スペースとして、京阪流通システムズより無償で提供を受けてい
るが、施設の維持管理経費として、共益費・設備保安委託料・電気料金・水道料金を京阪流通システムズに支出して
いる。この他、空調機器の修繕などを実施。
なお、清掃については平成30年度から入札による委託で行っている。
対象面積：630.76㎡

２．指標推移

事業期間 1994（H06）年度 ～

根拠法令等 市民ふれあいセンター管理規則

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 内部事務 区分 一般内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名 観光資源発信事業

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040008 市民サービスセンター管理運営事業



事務事業の実績

市民サービスセンターの施設維持にかかる管理運営事務を行った。
共益費　　： 8,250,342円
設備保安 ： 1,197,422円
清掃費　　： 1,543,440円
電気料金 ： 3,544,148円
水道料金 ： 192,153円
修繕料　　： 154,000円

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

施設の維持管理について適切に行っていく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 15,862 15,912 17,685

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 15,075 14,719 14,879

■事務事業の総計（千円） 15,862 15,912 17,685

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 787 1,193 2,806

正職員人件費（換算額） 787 1,193 2,806

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.15 0.35

正職員数 0.10 0.15 0.35

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.10



人目標（予測） ― 101,000 102,000 103,000

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 定期利用者数を除いた市内主要駅（樟葉、枚方市、枚方公園、長尾）の1日当たり乗降客数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

観光で本市を訪問した市外（国外含む）の方が、ひらかた観光ステーションに来場し、必要な観光情報を得て本市の
観光を楽しみ消費活動を行うことにより、本市の経済活性化に寄与する。

事業概要

ひらかた観光ステーションを観光拠点として位置づけ、市民や観光客へ幅広いサービスを提供する。
（１） 市政や文化情報、観光案内業務（市内の観光資源に関する情報）、その他多様な情報提供
　　・ インフォメーションにて、電話・窓口対応・施設全体の案内
　　・ 観光パンフレット等による紹介案内
　　・ 所内と入口に設置のディスプレイモニターによる情報発信
（２） 市及び友好都市・市民交流都市の紹介、物産販売等
（３） その他必要な事項

２．指標推移

事業期間 2006（H18）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名 観光資源発信事業

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040009 枚方市駅観光拠点事業



事務事業の実績

観光ステーションのモニターを活用した、市内名所の映像による観光情報など文化観光情報の提供や、物産展示販
売を行った。

（参考）ひらかた観光ステーションの売り上げ
令和元年度　10,181千円

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

効果的な本市の魅力発信が行える場として、業務委託仕様書の見直し等の検討を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 8,893 9,395 10,222

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 8,106 8,282 8,619

■事務事業の総計（千円） 8,893 9,395 10,222

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 787 1,113 1,603

正職員人件費（換算額） 787 1,113 1,603

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.14 0.20

正職員数 0.10 0.14 0.20

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.10



％目標（予測） ― 90 90 90

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 枚方に愛着を抱いている市民の割合

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

フェスティバル協議会が支援する枚方まつりや各種イベント等を通じて、枚方の魅力が広く発信され、市内外から多く
の方が訪れ賑わいを見せている。また、こうしたイベントが市民の郷土愛の醸成に繋がっている状態。

事業概要 枚方まつりの実施・各種イベントを支援する枚方フェスティバル協議会に補助金を交付し、各イベントを支援する。

２．指標推移

事業期間 1976（S51）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名 観光資源発信事業

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040010 枚方フェスティバル協議会支援事業（補）



事務事業の実績
８月24日（土）、25日（日）に開催された「枚方まつり2019」を支援したほか、年間を通じ枚方フェスティバル協議会の関
連事業を支援した。

今後の方向性 改善

具体的な
今後の取組方策

構成団体のさらなる自由度を高め、より主体的な活動につなげるため、協議を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

―

その他 0 0 0

一般財源 11,406 12,656 11,914

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 5,500 5,500 5,500

■事務事業の総計（千円） 11,406 12,656 11,914

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 5,906 7,156 6,414

正職員人件費（換算額） 5,906 7,156 6,414

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.90 0.80

正職員数 0.75 0.90 0.80

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.75



％目標（予測） ― 80 85 90

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 市の花「菊」の認知度

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

「ひらかた菊フェスティバル」に市内外から多くの来場客が来る。また、市民が市の花が「菊」であることを認識しており、
そのことが郷土愛の醸成に繋がっている状態。

事業概要

「ひらかた菊花展」への参画及び「枚方宿街道菊花祭」、「市民菊人形展」への支援、「ひらかた菊フェスティバル関連
イベント」の企画団体募集を行うとともに、市の花「菊」の総合的な発信を図るため、これらのイベントを総称した「ひらか
た菊フェスティバル」として開催する。
また、同フェスティバルに「ひらかたパーク」が実施する菊人形の展示等も合わせ、チラシ・ポスターを作成するととも
に、広報ひらかた・市ホームページ、SNS等でイベント情報を掲載するなど、各イベントの発信を行う。

２．指標推移

事業期間 2006（H18）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040011 市の花「菊」発信事業



事務事業の実績
各イベントの魅力発信及び来場客数の増加を図るため、各種イベント情報をまとめたチラシ・ポスターを作成・配布する
とともに、広報ひらかたや市ホームページ、SNS等において発信を行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

市の花「菊」の効果的な発信を図るため、引き続き、本事業を通じて各イベントの魅力発信に取り組んでいく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 0 0 0

一般財源 1,462 2,607 2,672

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 281 222 267

■事務事業の総計（千円） 1,462 2,607 2,672

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 1,181 2,385 2,405

正職員人件費（換算額） 1,181 2,385 2,405

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.30 0.30

正職員数 0.15 0.30 0.30

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.15



％目標（予測） ― 60 65 70

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明
菊人形文化の認知度
【産出式：「知っている」と回答した人数／スマホアンケート及びイベント会場でのアンケートに回答した人数】

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

枚方には菊人形の文化や歴史があることを広く認識され、また、そのことが郷土愛の醸成に繋がっている。また、多くの
来場客で賑わっている状態。

事業概要 菊人形に関する文化の普及を図るため、菊人形を制作し、発信するひらかた市民菊人形の会への活動補助を行う。

２．指標推移

事業期間 2006（H18）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
71.本市が有する歴史文化遺産や淀川、東部地域の自然などの貴重な観光資源を効果的に
発信し、地域内外の交流機会の創出を図ります。

実行計画事業名 観光資源発信事業

施策目標 19.地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10419040012 菊人形支援事業（補）



事務事業の実績

市民菊人形の展示など、ひらかた菊人形の会の活動に対して補助金の交付を行った。

《ひらかた菊人形の会の活動内容》
・10月から11月にかけて開催される「ひらかた菊フェスティバル」での「ひらかた市民菊人形展」をはじめ、年間を通じて
衣装人形等を枚方市駅や市関連施設などで展示。

・人形菊づくり
中振にある菊畑で約2,500本の挿し芽をしたほか、保管用の親菊をプランターで25種約100株を栽培。農耕作業、草刈
り、除草等を行い、約1,200株の人形菊を菊人形で使用した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

菊人形に関する文化の振興を図るため、引き続き、ひらかた菊人形の会に対して支援を行っていく。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

－

その他 0 0 0

一般財源 3,589 3,769 3,460

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 2,408 1,384 1,055

■事務事業の総計（千円） 3,589 3,769 3,460

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 1,181 2,385 2,405

正職員人件費（換算額） 1,181 2,385 2,405

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.30 0.30

正職員数 0.15 0.30 0.30

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.15



件目標（予測） - 3 3 3

実績 3

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 連携件数

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

イベントを通じて、市内産業の魅力を来場者に発信できている。また、産業間の交流促進により、イベント開催日以外
でもそれぞれの分野（商業、工業、農業、観光）で連携した事業や枚方産品の普及が展開されている状態。

事業概要

市内の商業、工業、農業、観光の団体と連携したまちなか市「マルシェ・ひらかた」を枚方市駅周辺で開催する。また、
参加事業者の異業種間交流による新たな枚方産品の創出の可能性を探る。実施主体は、「マルシェ・ひらかた実行委
員会」（構成団体／枚方市商業連盟、枚方市農業研究会、北河内農業協同組合、北大阪商工会議所、枚方文化観
光協会、枚方市）。

２．指標推移

事業期間 2010（H22）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
76.中小企業の競争力強化のため、経営基盤の強化を図るとともに、産業技術や製品などを
広く発信することで、市内産業の振興を図ります。

実行計画事業名

施策目標 21.地域産業が活発に展開されるまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10421020003 「マルシェ・ひらかた」開催事業



事務事業の実績
令和元年度は市内商業者他、技術体験など38ブースの出展により約5,400人の来場があった。また、枚方産農産物を
使ったオリジナルメニューを枚方市内事業者（3店舗）で来場者に販売するなど、農業と商業のコラボレーション事業を
実施した。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

引き続き、本イベントを通じて、さらなる産業間連携の促進する。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

100.00% 100％以上　：　高い

その他 0 0 0

一般財源 4,322 8,474 7,628

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 1,350 1,115 1,026

■事務事業の総計（千円） 4,322 8,474 7,628

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 216 203 188

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 216 203 188

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 2,972 7,359 6,602

正職員人件費（換算額） 2,756 7,156 6,414

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.15 0.10 0.09

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.15 0.10 0.09

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

1.00 0.89

正職員数 0.35 0.90 0.80

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.50



％目標（予測） ― 50 55 60

実績 ―

指標種類 アウトカム指標

指標の説明 枚方市独自、あるいは両市の名物や観光資源の認知度(スマホアンケートを予定）

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

名物や観光資源の開発により魅力発信につながり、枚方・交野両市の観光事業が活性化している。

事業概要

本市には、枚方八景をはじめ様々な地域資源があり、中には天野川など交野市と共通の資源が存在する。平成27年
度には「天の川ツーリズム」として、交野市や北大阪商工会議所、民間事業者などと連携して両市をPRする取り組みを
行ってきた。同時に「ふるさと名物応援宣言」を共同で行うなどの取り組みを行った。さらに両市の魅力の発信だけでな
く、両市の地域資源を活用し、両市の名物となる新商品の開発にも取り組む。

２．指標推移

事業期間 2017（H29）年度 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 市民サービス 特性 選択的事業 区分 一般事務事業

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向
78.市内の企業や個人等が特徴ある地域資源などを活用した新たな事業展開に取り組める環
境づくりを進めます。

実行計画事業名

施策目標 21.地域産業が活発に展開されるまち

総合計画体系

基本目標 4.地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10421040008 観光開発・発信事業



事務事業の実績
天野川セイタカヨシでセイタカヨシパウダーを作成し、パウダーを使用した商品開発への参加を促すなど、
新たな名物の開発の取り組みを行った。
天の川・七夕伝説にかかるＰＲ動画の作成を行った。

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

名物開発事業については見直し、観光資源を活かす取組みの検討を行う。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

―

その他 0 0 0

一般財源 5,013 5,376 3,003

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 997 1,400 1,400

■事務事業の総計（千円） 5,013 5,376 3,003

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 0 0 0

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 0 0 0

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 4,016 3,976 1,603

正職員人件費（換算額） 4,016 3,976 1,603

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.00 0.00 0.00

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.00 0.00 0.00

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

0.50 0.20

正職員数 0.51 0.50 0.20

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 0.51



―目標（予測） ― ― ― ―

実績 ―

指標種類 指標設定なし

指標の説明 ―

年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

単位

めざす姿、
あるべき姿

（課題が解決した状
態）

課の運営が円滑に行われている。

事業概要 課の運営業務（部取りまとめなど総務担当課事務、都市競艇関係事務、国際化施策関係事務など）

２．指標推移

事業期間 不明 ～

根拠法令等 決裁

１．事務事業の概要
種類 内部管理 特性 庶務的事務 区分 庶務的内部管理事務

実行計画事業名

総合計画体系②

基本目標

施策目標

取り組みの方向

取り組みの方向 99：施策体系外

実行計画事業名

施策目標 99：施策体系外

総合計画体系

基本目標 9：施策体系外

測定年度 2019（R1）年度 13500050 観光にぎわい部観光交流課

事務事業実績測定調書

10999990150 観光交流課運営事務



事務事業の実績

〔旧・産業文化政策課〕
（都市競艇関係業務）配当金関連業務
（課運営事務）①課管理運営②課事務事業の行政評価、事業計画等の作成③産業文化部総務担当課（災害対応等
含む）として行う事務
（庶務事務）①予算決算管理②歳入歳出事務③事務用品の購入、契約等事務④文書事務⑤職員の服務・給与等に
関する事務を実施した。

〔旧・ひらかた賑わい課〕
①市議会関係事務、②行政評価及び事業計画等に関する事務、③庁内外への照会・回答処理事務、④各種団体等
との調整事務等、⑤ひらかた賑わい課庶務事務、⑥七夕の発信に関する業務

今後の方向性 現状のまま継続

具体的な
今後の取組方策

課所管事務の適正な執行に向けて、各種庶務関連事務を正確かつ適正に実行する。

４．実績測定

2019（R1）年度の
目標の実績度

実績／目標（予測） 実績度

-

その他 86,901 0 0

一般財源 -37,537 35,802 23,749

0 0 0

受益者負担 0 0 0

国庫支出金 0 0 0

府支出金 0 0 0

市債

■直接経費（千円） 559 750 761

■事務事業の総計（千円） 49,364 35,802 23,749

非常勤職員人件費(実額） 0 0 0

臨時職員人件費(実額） 144 68 140

任期付職員人件費（換算額） 0 0 0

非正規職員人件費（計） 144 68 140

再任用職員人件費（換算額） 0 0 0

■人件費総額（千円） 48,805 35,052 22,988

正職員人件費（換算額） 48,661 34,984 22,848

非常勤職員数 0.00 0.00 0.00

臨時職員数 0.10 0.03 0.07

任期付職員数 0.00 0.00 0.00

非正規職員数（計） 0.10 0.03 0.07

再任用職員数 0.00 0.00 0.00

4.43 2.92

正職員数 6.18 4.40 2.85

３．職員配置と費用の推移

2017（H29）年度 2018（H30）年度 2019（R1）年度

□配置職員の総数（人） 6.28


